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カッパIII型ロケット翼の強度試験結果

池　出 健・古　田　敏　康

　1．　ま　え　が　き

　カッパ・ロケットもその性能が向上するにつれ翼の剛

性および強度の増加が要求されるようになった．カッパ

皿型では，やはりレーダ，テレメータのアンテナもメイ

ンロケット翼に設けるので，サン．ドイッチ構造翼とし

た，しかしロケットの速度がだんだんと速くなるにつれ

空力的加熱の影響も受けるので，従来のような接着剤に

よる表板とコアの接着法を改良し，3号機よリメインロ

ケット翼は表板にステンレス鋼板を，コアにジュラルミ

ンを使用しその接合は鋲接とした．ただしブースタ翼に

っいては，その速度も800m／sec程度であるので従来通

り表板にジ＝ラルミンをジコァに桐材を使用して接着剤

にょり接合した．

　2・　供試翼の種類と構造

　強度試験に使った翼は，すべて飛しょう実験に使用し

たものと全く同じ翼を試験した．供試翼の種類と構造お

よび強度試験結果は第1表，第1図および第2図に示す

通りである．その製作については富士精密工業KKが当

った．その構造および製作工程については生産研究Vol．

9，NO，3を参照されたい．　ただしその報告と特に異る

第1表　強匿試験に使った翼の種類と強度試験結果

翼　の　種　類

カッパ五型1，2号機

メインuケット翼

（レーダアンテナ付）

同上⊂テレメータ・アン
テナ付）

構 造

攻蟹1の量

表板：O．8mmジ．Lラルミン
コア：6皿m桐材
接着剤にて接合
サンドイッチ椿造

9「
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翼厚

mm．
　1
7．6．

轟

　　　　　　　　1衷板，・，。mmジ。ラルミン

カ・・e型皿22。ブース螺藷農騒馨材

　　　　　　　　サンドイツチ構壷

カツパコ【型3号機

メインロケvト翼

（レーダアンテナ付）

表撫゜’8mmステンレス

コァ：6mmジュラルミン
鋲接
サンドイッチ構造

kg

170

38。17．69。
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（註）破壌荷重は片劉の強度試験の結果を示す．荷重倍数に両翼について

　　の破壊荷重をロケット全体の重量で除したもので燃焼直後の重量「e

　　とフた．

溝造のものはカッパ皿型3号機メインロケット翼で，表

板，前縁および後縁ともにステンレス鋼板を使用し，コ

ァにはジ；ラルミン板を第2図のように櫛爾状に作り，

その中をアンテナリード線を通して表板と鋲接してサン

ドイッチ構造としたもので，これは空力的加熱の影響に

a）ヵッノ£皿型1，2号機用メインロケワト翼
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第2図　カッパ皿型3号機用

b）tvパ互型プースタ翼

第1図　供　　試

c）ヵgパ11型3号機用メインロケワト翼

　翼

メインロケット翼

　　　　よる強度の低下をふせ

　　　いだものである．

　　　　3．　試験方法と結果

　　　　試験方法は第3図に

　　　示す通りで，鉄塔に片

　　　翼を実機と同じ条件の

　　　ボルトとボルト穴とし

　　　てL鋼にて固定した．

　　　荷重は図にも示すよう

　　　　に翼を等分布荷重に近

　　　　い方法で加えるように

　　　　した．その応力の測定
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個所は第4図に示す通りで抵抗線歪計にて測定した．そ

の結果は第1表および第5図より第8図に示す・

　つぎにカッパ皿型1，2号機用メインロケット翼に

ついては，翼の支え部金具を含む強度試験を第9図に示

す方法で行ったが，破壊荷重は185kgで荷重倍数は，
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第3図　翼の度強試験法

　　260
a）メインロケット翼　　　　　　　　　　　　6）220フ’一スタ翼

　　　　　　　第4図　応力測定個所
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第5図　カッパ皿型メインロケット翼
1，2号機（レーダアンテナ付）
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　　　　ee　7図　カッパ皿型220ブー一一・スタ翼

6．1で第1表の片翼の強度試験結果とほとんど一致して

いる．つぎに翼の支え部金具のみの強度試験を同じ方法

で，　翼のかわりに7・5mmの軟鋼板を挿入して行った

が，この装置での最大積載可能荷重500kgでも破壊せ

ずその荷重倍数は30以上で強度は十分であることがわ

かった．

　4，　あ　と　が　き

　以上は静的荷重試験により空力的加熱のことは考えに

入れない強度試験であるが，これからロケットがますま

す高速化するにつれその翼の設計，製作については空力

的加熱も十分に考慮しなければならない．いままでの飛

しょう実験ではカッパ皿型2号機は原因不明のため完全

な飛しょうはしなかったが，その他のものについてはう

まく飛しょうしているので，他の翼については強度が十

分であることを示した．　　　　　　　（1957．9．12）
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第6図　カッパ皿型メインロケット翼
1，2号機（テレメe－一一タアンテナ付）
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